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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/04     ３６２Ａ
   Ａ６１Ｂ    1/04     ３７０　
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｍ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月18日(2016.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を照明する照明光を出射する照明部と、
　光を受光して光電変換を行うことにより撮像信号を生成する画素が二次元状に配列され
た受光部と、
　前記受光部から水平ラインごとに前記撮像信号を順次読み出す読み出し部と、
　前記読み出し部が前記受光部の最初の水平ラインの読み出し開始から次の最初の水平ラ
インの読み出し開始までの期間に相当する１フレーム期間である第１の期間、前記照明部
に前記照明光の消灯を行わせ、該第１の期間に続く前記１フレーム期間以上の長さを有す
る第２の期間内において、前記照明部に前記照明光を出射させる一連の処理を前記照明部
に実行させる照明制御部と、
　前記第１の期間において前記読み出し部が読み出した第１の撮像信号と前記第２の期間
において前記読み出し部が読み出した第２の撮像信号とを加算することによって、前記第
２の期間に出射された前記照明光に対応する画像信号を生成する画像処理部と、
　を備えたことを特徴とする撮像システム。
【請求項２】
　前記照明制御部は、前記読み出し部による前記第１および第２の期間の読み出しタイミ
ングと同期して前記照明部に前記一連の処理を実行させることを特徴とする請求項１に記
載の撮像システム。
【請求項３】
　少なくとも静止画撮影を行う旨の指示信号の入力を受け付ける入力部を備え、
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　前記照明制御部は、前記入力部が前記指示信号の入力を受け付けていない場合は前記照
明部に連続して前記照明光を出射させ、前記入力部が前記指示信号の入力を受け付けた場
合は前記照明部に前記一連の処理を実行させ、
　前記画像処理部は、前記入力部に前記指示信号の入力がない場合は連続して出射される
前記照明光に応じて撮像信号をもとに表示用の画像信号を生成し、前記入力部に前記指示
信号の入力があった場合は前記第１の撮像信号と前記第２の撮像信号とを加算することに
よって、表示用の画像信号を順次生成することを特徴とする請求項１または２に記載の撮
像システム。
【請求項４】
　前記照明制御部は、前記１フレーム期間の１以上の整数倍の長さを有する前記第２の期
間内に、前記照明部に前記照明光を出射させる処理を行うことを特徴とする請求項１～３
のいずれか一つに記載の撮像システム。
【請求項５】
　前記照明制御部は、前記第２の期間の開始から終了まで前記照明光の出射が継続するよ
うに前記照明部を制御することを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の撮像シ
ステム。
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